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鷺
徊
々
ず
ず
む
工
場
団
地

緑につつまれた団地
．細

道
路
は
無
雪
化
．
歩
道
に
街
路
樹

議綱駄

い
ま
す
。
以
下
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

昭
和
四
十
四
年
か
ら
十
日
町
地
区
開
発
公
社
（
市
都
市
開
発
課
）
で
進
め
て
お
り
ま
し
　
，
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ロ

た
織
物
工
場
団
地
も
昭
和
四
十
五
年
に
用
地
買
収
を
完
了
し
、
昨
秋
よ
り
工
事
に
着
手
”
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し
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在
整
地
や
道
路
工
事
な
ど
急
ピ
ッ
チ
に
造
成
工
事
を
進
め
て
，
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場
所
は
十
日
町
自
動
車
学
校
の
手
前
北
新
田
部
落
を

約
二
百
材
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
ず
。

羅
　
　
　
　
　
　
遡
心
∞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　盤
　　　　　　　　　　　　　謙
　　　　　　　　　　　　搬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誓

　　　　　　　耀

　　　　　　霊
　　　　霧

　　　　　業

　　　　ノ
　　　灘

こ
の
地
域

は
都
市
計

画
の
用
途

地
域
指
定

で
、
工
業

地
区
と
な

り
、
面
積

は
十
一
診

（
約
三
万

二
千
坪
）

で
す
。

　
造
成
計

画
で
は
八

月
中
旬
ま

で
に
道
路

舗
装
を
完

成
し
、
九

月
に
は
分

譲
を
完
了

し
た
い
考

え
で
す
。

　
ま
た
、
道
路
は
幹
線
道
路
が
幅
員

十
二
財
（
歩
道
付
き
）
で
支
線
道
路

は
幅
員
九
㌶
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
幹
線
道
路
に
は
街
路
樹
を
植
え
る

予
定
で
す
が
、
こ
の
道
路
が
完
成
し

ま
す
と
市
内
の
道
路
で
は
初
め
て
の

緑
を
つ
け
た
道
路
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
団
地
内
に
は
公
園
用
地
と

し
て
三
千
三
百
平
方
材
（
約
千
坪
）

を
確
保
し
、
植
樹
、
芝
生
等
を
中
心

に
し
た
緑
の
広
場
を
作
る
計
画
で

す
。　

そ
の
ほ
か
団
地
の
西
北
の
一
角
に

は
工
場
の
建
築
計
画
の
で
き
し
だ
い

処
理
場
を
建
築
す
る
予
定
に
し
て
い

ま
す
。

　
市
街
地
か
ら
団
地
ま
で
の
取
付
道

路
に
つ
い
て
は
、
本
町
西
線
か
ら
団

地
入
口
ま
で
を
昭
和
四
十
八
年
度
中

に
舗
装
し
、
無
雪
化
を
図
る
計
画
で

す
。　

市
と
し
て
は
、
公
害
防
止
と
産
業

の
発
展
の
た
め
、
で
き
る
だ
け
市
街

地
の
工
場
を
工
場
団
地
に
移
転
す
る

よ
う
希
望
し
て
お
り
ま
す
。

　
工
場
団
地
の
分
譲
希
望
は
織
物
緯

合
で
取
り
ま
と
め
て
お
り
ま
す
が
、

照
会
し
た
い
点
等
が
あ
り
ま
し
た
ら

市
役
所
都
市
開
発
課
（
電
話
七
ー
三

一
コ
番
）
ま
た
は
織
物
組
合
総
務

部
（
電
話
二
－
三
一
五
一
番
）
に
お

間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

織
物
工
場
団
地
の

新
町
名
を
募
集

　
ま
も
な
く
工
場
団
地
の
造
成
工
事

が
完
了
し
ま
す
が
、
躍
進
す
る
十
日

町
市
の
織
物
団
地
に
ふ
さ
わ
し
い
町

名
を
つ
ぎ
の
要
領
に
よ
り
募
集
い
た

し
ま
す
の
で
多
数
ご
応
募
く
だ
さ
い

　
く
わ
し
い
こ
と
は
市
都
市
開
発
課

（
電
話
七
ー
三
一
一
一
番
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
応
募
方
法

　
は
が
き
に
新
町
名
（
理
由
を
簡
単

に
）
住
所
、
氏
名
、
年
令
を
記
入
の

上
、
市
都
市
開
発
課
宛
郵
送
く
だ
さ

い
。

　
締
め
切
リ
は
、
昭
和
四
十
七
年
六

月
三
十
日
（
当
日
消
印
有
効
）

　
発
表
市
報
と
お
か
ま
ち
七
月
号

　
入
選

　
　
特
選
一
名
　
記
念
品
贈
呈

　
　
佳
作
四
名
　
　
　
〃

議
長
に
石
坂
氏
を
選
出

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
議
会

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
（
管

理
者
春
日
十
日
町
市
長
）
は
、
こ
の

ほ
ど
十
日
町
市
役
所
で
第
一
回
組
合

議
会
を
開
ぎ
、
議
長
に
石
坂
氏
（
十

日
町
市
議
会
議
長
）
副
議
長
に
石
沢

久
十
郎
氏
（
津
南
町
議
会
議
長
）
を

選
出
。
副
管
理
者
に
村
山
津
南
町
長

収
入
役
に
、
酒
井
十
日
町
市
収
入
役

を
、
ま
た
、
監
査
委
員
に
斉
喜
氏

（
中
里
村
監
査
委
員
）
と
根
津
川
西

町
長
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

み
ん
な
で
ア
メ
シ
ロ
や
っ
つ
け
ろ

　
効
果
的
な
防
除
方
法

　
庭
や
付
近
の
樹
木
を
点
検
し
た
と

き
、
木
立
の
葉
に
糸
を
は
き
葉
を
ま

き
込
ん
だ
〃
ス
カ
シ
状
”
の
葉
が
あ

れ
ば
そ
れ
が
ア
メ
シ
・
の
毛
虫
の
巣

で
す
。

　
こ
の
巣
を
見
つ
け
た
ら
、
高
枝
切

ハ
サ
ミ
で
巣
の
部
分
の
枝
葉
を
切
り

落
と
し
、
踏
み
つ
ぶ
す
か
焼
き
殺
し

て
く
だ
さ
い
。

広
域
事
務
組
合

の
構
成

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
は
、

総
合
福
祉
セ
ソ
タ
ー
及
び
と
畜
場
の

管
理
運
営
に
関
す
る
事
務
を
共
同
処

理
す
る
た
め
、
去
る
三
月
の
定
例
市

議
会
で
議
決
。
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま

し
た
。

　
加
入
市
町
村
は
十
日
町
、
川
西

町
、
津
南
町
、
中
里
村
の
一
市
二
町

一
村
で
、
総
面
積
五
百
八
十
七
キ
・
平

方
耕
、
人
口
八
万
四
千
二
百
四
十
四

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　新潟県総合庁舎が完成

このほど新潟県総合庁舎が完成しました。

総合庁舎は鉄筋コンクリート地上3階建、延ぺ

2，481平方㍍の近代的な建物です。

この建物は妻有町（十日町警察署以南）に建築

され、いままで分散されていた県の出先機関の

財務、福祉、農改、蚕指、農地、土木の6事務

所（職員数約210人）が入っています．

　
六
月
は
緑
の
大
敵
ア
メ
リ
カ
シ
ロ

ヒ
ト
リ
（
ア
メ
シ
ロ
）
の
発
生
時
期

で
す
。
ア
メ
シ
・
は
薬
剤
だ
け
で
は

絶
滅
す
る
こ
と
が
な
か
な
か
困
難
で

す
。
ア
メ
シ
ロ
の
防
除
方
法
は
ア
メ

シ
ロ
の
弱
点
を
つ
か
ん
で
効
果
的
に

防
除
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
大
き
な
被
害
を
受
け
る
前
に
ア
メ

シ
ロ
の
性
質
を
知
り
、
防
除
作
戦
を

た
て
て
く
だ
さ
い
。

　
薬
剤
散
布
は
町
内
、

　
事
業
所
単
位
で

　
ア
メ
シ
ロ
の
毛
虫
は
幼
令
期
を
過

ぎ
る
と
一
匹
ご
と
に
独
立
し
、
樹
木

全
体
を
食
い
荒
す
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
薬
剤
防
除

以
外
に
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
た
だ
し
絶
滅
さ
せ
る
こ
と
は
む
ず

か
し
い
）
し
か
も
広
範
囲
に
わ
た
る

た
め
、
個
人
個
人
の
防
除
で
は
効
果

が
な
く
町
内
ぐ
る
み
で
薬
剤
散
布
し

て
く
だ
さ
い
。

き
で
き
る
）
防
除
機
十
一
台
を
購
入

し
、
無
料
で
貸
出
し
ま
す
。

　
貸
出
し
は
嘱
託
員
、
町
内
防
除

班
、
各
事
業
所
単
位
で
行
な
い
ま

す
。
貸
出
し
を
希
望
さ
れ
る
町
内
は

市
農
林
課
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
．

　
　
　
（
電
話
七
－
三
一
一
一
番
）

　
な
お
、
薬
剤
、
燃
料
等
は
防
除
実

施
者
か
ら
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
昭
和
四
十
七
年

　
度
の
事
業

　
広
域
事
務
組
合
は
つ
ぎ
の
三
部
を

設
け
て
事
業
を
行
な
い
ま
す
。

　
一
、
総
務
部
予
算
額
四
十
四
万
一

千
円

　
二
、
産
業
部
　
予
算
額
三
千
三
百

二
十
万
二
千
円

　
三
、
厚
生
部
予
算
額
五
千
五
百
二

十
二
万
五
千
円
。

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設

　
総
合
福
祉
セ
ソ
タ
ー
は
、
鉄
筋
コ

ソ
ク
リ
ー
ト
三
階
建
延
面
積
千
三
百

十
二
・
六
平
方
耕
の
近
代
的
な
建
物

で
総
事
業
費
八
千
百
万
円
を
四
十
七

年
～
四
十
八
年
の
ニ
カ
年
で
津
南
町

芦
ガ
崎
地
内
に
建
設
し
す
。

薫
o●

防
除
機
具
を
貸
し

出
し
ま
す

こ
と
し
は
市
で
小
型
（
持
ち
あ
る

　
こ
の
総
合
福
祉
セ
ソ
タ
ー
は
老
人

を
主
体
に
し
、
温
泉
利
用
に
よ
る
身

体
障
害
者
の
機
能
回
復
施
設
や
、
老

人
、
婦
人
を
対
象
と
し
た
施
設
を
設

け
、
ま
た
、
母
子
や
寡
婦
家
庭
の
相

談
、
社
会
福
祉
関
係
の
研
修
の
場
と

し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
と
畜
場
の
設
置

　
畜
産
振
興
と
食
肉
の
衛
生
管
理
の

必
要
か
ら
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組

合
と
畜
場
の
事
業
費
を
三
千
三
百
二

十
万
二
千
円
で
十
日
町
橋
近
く
の
現

と
畜
場
に
設
置
し
ま
す
。
工
事
費
は

内
部
施
設
と
し
て
、
浄
化
槽
八
百
六

十
万
円
、
冷
蔵
庫
の
建
設
八
百
五
十

万
円
等
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

重
彰
糎

　
入
札
結
果
く
五
月
八
日
）

▽
本
町
西
線
舗
装
新
設
工
事
（
二

　
百
四
十
折
）
百
七
十
万
円
・
中

　
野
建
設
工
業
㈱

▽
田
川
南
線
舗
装
新
設
工
事
（
五

　
百
二
十
五
材
）
三
百
三
十
万
円

　
中
野
建
設
工
業
㈱

　
　
〈
五
月
十
三
日
V

▽
塚
原
線
舗
装
新
設
工
事
（
百
六

　
十
三
㌶
）
百
六
十
万
円
・
中
野

　
建
設
工
業
㈱

　
　
〈
五
月
二
十
九
日
V

▽
赤
城
線
道
路
改
良
工
事
（
六
十

　
　
六
摺
）
六
十
三
万
円
・
飯
塚
建
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に

　
こ
と
し
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ら
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の
児
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法
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き
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が
、
現
在
当
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で
児
童
手
当
を
受
け
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い
る
方

は
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三
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人
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ど
に
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ま
す
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童
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当
を
受
け
ら
れ
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方
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印
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参
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え
六

月
中
に
現
況
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を
市
社
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福
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務
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に
提
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し
て
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だ
さ
い
。

　
こ
の
現
況
届
は
前
年
の
所
得
の

状
況
、
児
童
の
養
育
監
護
の
状

態
、
職
業
の
変
化
等
を
確
認
し
今

後
一
か
年
間
の
支
給
の
是
非
を
決

定
す
る
た
め
行
な
う
も
の
で
、
届

出
が
な
い
と
支
払
い
が
出
来
な
い

事
態
が
生
じ
ま
す
の
で
期
間
内
に

必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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　　　　風水害にご注意
新潟地方気象台の長期予報はrことしのつゆ入

りはやΣ早く6月下旬には大雨の降るおそれが

ある」と発表しました。

風水害、地震などの警報がでたときにはテレビ

ラジオ、有放等から情報のは握につとめ、隣

り近所でもし異常を発見したときには至急消防

署または警察署に連絡してください。

　　ひとリ暮し老人家庭に無料診断

　　一東北電力十日町営業所一
東北電力十日町営業所は去る6月5日から6月

14日までをサービス高揚旬間として管内市町村

に防犯燈を寄贈、各地区で電化講習会、地域懇

談会等実施しました。

そのなかで6目9日は社会福祉の日として、1

人暮しの老人家庭を訪問。屋内配線の診断や電

化器具の簡易修理を行ない、市内の1人暮し老

人家庭（対象21戸）から喜ばれました。

　簡識，家裁十日町出張所が仮庁舎《移転

十日町簡易裁判所及び新潟家庭裁判所十日町出

張所は庁舎改築工事のため、去る6月5日から

仮庁舎の㈱セ日町商事旧社屋（関口樋口町、旧

繊労事務所あと）に移転しました。

新庁舎は鉄筋コソクリート建で昭和47年l　l月25

日完成予定。

　　簡易保険加入額300万円に引き上げ

簡易保険の最高加入額が5月15日より200万円か

ら300万円に引き上げられました。

十日町郵便局ではr簡易保険募集増強運動」を

展開中です。

　　　　学生アルパイトの募集

大学生f夏季休暇中アルバイト希望の方は7月

15日までに市役所総務課へお申し込みを。

　　　農業委員の選挙は7月14日

農業をめぐる情勢はきびしいものがあり、農委

の任務は複雑多様化をきたしています。

この農業委員会委員の選挙が7月14日に行なわ

れる予定です。なお農業委員会委員選挙人名簿

登録者数はつぎのとおり。男5，810人女4，554人

選挙区5．投票区数19、選挙区別定数　第1選挙

区（十日町、川治、六箇）6人　第2選挙区

（中条）6人第3選挙区（吉田）4人第4選

挙区（下条）4人第5選挙区（水沢）6人

　　　　公衆電話をいたわって

市内15ヵ所にあるボックス公衆電話の故障や汚

れが目立ってきました。

つぎのことにご協力ください。

口電話機の硬貨投入口にマッチ棒や変型硬貨

　を入れない。またボックス内をよごさない

■備え付けの電話帳を大切に取り扱う。

審付ありがとう
本町2　山内与喜男　　　　3万円

本町5宮善助　 2万円
十E町フェァL／一ソズ　73，8CO円

　　　田中　伊作　　　　1，000円

（前号）馬場富井信義さん1，0eo円は1万円の誤

りにつきお詫びして訂正させていただきます。

　　　県の公害窓口は環境局で

　　　出先の窓口は保健所

県は公害行政の一元化、自然保護等に対処する

ためこのほど環憤局を発足させました。今まで

公害については規制が中心でしたが、一歩進め

て自然環境の保全にも重点をおくことになりま

したG

また環境局の出先機関として保健所が県の公害

窓口に、さらに林業事務所で扱っていた狩猟関

係の許認可も取り扱うことになりました。
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採択基準 補　　助　　金　　額　（概算）

備　考
所有別 面　積

　造林
造林　　法別

地種別

杉を造林
杉を破線

階段造林

杉を実線

階段造林
桐を造林

私有林

部落有林

1団地が

10アール

以上

ボィ山造林 Z8解 14，00四 2400咽 6，5㎝

原野造林 q800円 臥oo帽 2竃00椚 56朔

補助金は

10アール当り

部落の

共有地

1団地か

1ヘクタ

ール以上

ボイ山

造　林
1臓000円 230，000円 364，0鯛

一

補助金額は1ヘ

クタール当りで

市補助金を含む

　　　　交通制限のおしらせ

一般国道252号線（嘉勝地内）を道路工事のた

め、6月30日まで夜間（午後7時30分から午前

5時）通行止めとなります。

つぎのか所で道路工事を行なう予定ですが、こ

の期間中道路通行等に混雑が予想されますので

ご協力をお願いします。　（十日町土木事務所）

◇国道H7号線（本町5、6丁目地内）

期間　II月30日まで

◇県道余川十日町（T）線（駅前通り）

期間　8月20日まで

　　　　献血日程のお知らせ

献血希望の方は市保険衛生課にご連絡ください

■6月21日午前10時一正午　午後1時～午後3時

場所市役所前

■6月24日午前10時一正午　午後1時一午後3時

　　　根茂織物株式会社本社前

■7月4日午前IO時～正午　午後1時～午後3時

　　　寿町　飯林織物株べ会社清和寮

目7月5日午前IO時～正午午後1時～午後3時

　山本町5関芳織物株式会社女子寮

小規模補助造林（市単独補助）

所　有　別 造林種別 採　択　基　準 補　助　率 備　考

私　有　林

部落有林
普通造林
階段造林

一般造林に該当しない1団地

7アール以上、rOアール未満

と杉を200本以上植える
3割以内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妊
娠
中
の
お
母
さ
ん
〃
”

　
四
＋
六
年
度
市
が
実
施
し
た
妊
婦
　
配
り
ま
し
ょ
う
。
　
（
保
険
衛
生
諜
）

検
診
に
一
力
年
間
で
五
百
八
十
二
名

の
方
が
検
診
を
受
け
ま
し
た
．

　
そ
の
う
ち
貧
血
検
査
の
結
果
で
は

二
人
に
一
人
が
貧
血
し
て
い
ま
し

た
。
娘
娠
中
の
貧
血
は
、
㈲
姫
娠
中

毒
症
、
㈲
未
熟
児
出
生
、
㊦
異
常
出

血
、
⑫
産
後
、
母
体
の
快
復
が
お
く

れ
る
、
㈲
体
の
抵
抗
力
が
弱
ま
っ
て

い
る
た
め
病
気
に
か
か
り
や
す
い
な

ど
悪
い
影
響
を
き
た
し
ま
す
。

　
妊
娠
と
気
づ
い
た
ら
い
ち
早
く
医

師
の
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
妊

娠
中
の
貧
血
は
た
い
て
い
治
療
す
れ

ば
な
お
り
ま
す
が
、
食
事
に
も
気
を

き
六
十
彩
の
穴
を
十
ア
ー
ル
当
り
四

十
ヵ
所
以
上
堀
る
。

　
実
線
段
階
造
林
と
は

　
山
腹
傾
斜
お
お
む
ね
二
十
度
以
上

の
所
に
、
奥
ゆ
き
九
十
彩
以
上
、
長

さ
十
ア
ー
ル
当
り
二
十
銃
以
上
の
段
　
な
い
方
が
、
森
林
組
合
へ
造
林
委
託

を
切
り
付
け
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
、
森
林
組
合
造
林
労
務
班
員
が

　
受
託
造
林
と
は
　
　
　
　
　
　
　
　
本
人
に
代
っ
て
造
林
す
る
制
度
。

　
手
間
が
な
く
て
自
分
で
造
林
で
き

　
　
ふ
た
り
に
ひ
と
り
は
貧
血
症
状

“”1“”1”“”””ll”1”1””1””””lll”“1””ll”“mll””1””“ll”1”ll”1”1”ll”1”“”1巳””“””1“””lllllll”i”m”1”“”1”ll”“””II”””1”””””1”1””“i””“1“””””1”1”””li””””””1”“”””””ll””1””m””””i””il””ll“”“”“1”1”1”””””1”””1“1””””1””“”lml”mli”””“ll“ll”1”1””1“”ll””1“”“””1””1“””1””U”lmll”ll”m“””ll”llllll“1“lm巳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和46年度下半期水道事業損益計算書　　　　　　　企業債の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和46年10月1日より昭和47年3月31日まで）　　　　　　　　　　　　　　　（昭和47年3月31日現在）

昭和46年度下半期の業務状況と昭和47年度

の水道事業予算の概要をお知らせします。

営業面におきましては、給水戸数6，643戸、

給水人口31，421人となり、下半期決算におい

て32，855円の純利益をあげました。

昭和47年度の主要事業予算額1，915万円で、

第1水源地整備工事、川治山本線配水管増補

費 用 収 益

科　　日 金　　額 科　　目 金　　額

1．営業費用 31，884，385 1．営業収益 39，192，295

2．営業外費用 11，325，157 2．営業外収益 4，050，102

a下半期純利益 32，855

計 43，242，397 計 43，242，397

借入先 期首残高 借入額 償還金 期末残高

大蔵省資金運用部 24亀463917 0 5881，358 24a58a559

公営企業金融公庫 95，923，086 0 3瓢150 92，626，936

計 34生387，003 0 画177，508 33520創495

昭和47年度水道事業会計予算

　　業務の予定量
昭和46年度水道事業貸借対照表
　　　（昭和47年3月31日現在）

資 産 負債及び資本
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

1．固定資産 430，814，732 1．固定負債 8，115，638

2．流動資産 32，100，012 2．流動負債 5，809，897

ま繰延勘定 405，000 銭資　本金 437，157，780

4．剰　余金 12，236，429

計 463319，744 計 463，319，744

川給水戸数
（2）年間総給水量
〔3）一日平均給水量

（41主要な建設改良事業

　水源施設整備及び配水管布設工事費

　6，875戸

2，654，001㎡

　7，271㎡

19，150千円

改良工事、その他配水管布設工事等を計画し

ております。

今後施設の効率的運用に一層の努力を傾注

いたします。ご協力をお願いします。

昭和46年度水道事業資金収支表
（昭和46年10月1日より昭和47年3月31日まで）

いたします。〕’協刀をお韻いします。

　　昭和46年度給水業務量の状況
　　（昭和46年10月1日より昭和47年3月31日まで）

受　入　資　金 支　払　資　金

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

（1）事業収益 43，148，057 （1〉事業費用 34，855，779

（2）企　業債 0 （2〉前年度未払金 0区　　分 昭秘6年度下半期 昭和45年度下半期 増（△）減 比率

6，378 265 104．2
（3）出　資金 896，000 （3健設改良費 10，472，480

給水戸数（戸）

給水人口（人）

6，643

31，421 30，168 1，253 104．2
（4揃受　金 16，780 （4）企業債償還金 4，635，775

配
水
量

総　量（㎡） 1，794，069 1，760，045 34，024 101．9
（5）前年度未収金 O （5）貯蔵品 0

一日最大（㎡） 11，811 12，225 △414 96．6 （6江事負担金 1，000，000 （6〉前　受　金 9，790

一日平均（㎡） 9，804 9，671 133 101．91
（7）前期繰越金 32，731，718 （7）前払費用 0

有収水量（㎡） 1，188，030 1，068，060 119，970 111．2 計 49，973，824

有収率（％） 66．2 60．9 5．3 108．7 計 77，792，555 差引残高 27，818，731

昭和46年度給水業務量の状況
（昭和46年10月1日より昭和47年3月31日まで）

　　　収益的収入及び支出

費用83，392千円　　　　　　　収益85，403千円

　　　　　　　予備費
営業費用青鱈爾“oo刑
60・925千円22，36斤円

　　／

　　　　　　66

資本的収入及び支出

　支出32，988千円

　企業債償還金10，417千円

営業収益
81，237千円

1：建設改良焦
．22，571千円．．

6含
営業外収益
4，166千円

収入　9，750千円

負担金750千円

債
円

　
千

業
O

　
o
o

企
銑
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